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身体的虐待
殴る、蹴る、激しく揺さぶる、やけど
を負わせる、溺れさせる、冬の戸外に
閉め出す、など

ネグレクト（養育放棄）
適切な食事を与えない、風呂に入れな
い、乳幼児を残したまま度々外出する、
重い病気になっても病院に連れて行か
ない、など

性的虐待
子どもにわいせつな行為をする・させ
る、性器や性交を見せる、ポルノ写真
の被写体に強要する、など

心理的虐待
言葉で脅

おど
す、無視する、他のきょうだ

いと激しく差別する、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう、など

−児童虐待は社会全体で解決すべき問題です−

児童虐待ってどんなこと

春日市の現状

　児童虐待とは、親や親に代わる保護者によって、子どもの心と体に加えられる有害な行為であり、重大な人
権侵害です。これは、親や親に代わる保護者が、いくら一生懸命であっても、その子をかわいいと思っていても、
子どもにとって有害な行為であれば、虐待になります。
　具体的には、下の表にある行為などです。

　平成27年度に市で受けた虐待相談対応件数は196件で、前年度
と比べると1.1倍増加しました。虐待者別で見ると、実母が145
件（74%）、実父が44件（22.4%）でした。
　虐待の種類別でみると、国の調査では心理的虐待が最も多いで
すが、市ではネグレクトが約半数を占めています。また、虐待を
受けた子どもの年齢別割合を見ると、中学校1年生が18件（9.2%）
で最も多く、次いで、小学1年生が16件（8.2%）、小学2年生が15
件（7.7%）でした。
　ちなみに、県内（政令市を除く）の児童相談所での平成26年度の児童虐待相談の対応件数は、951件でした。
　平成24年度に初めて1000件を超え、平成25年度以降は900件台を推移しています。

11月は「児童虐待防止推進月間」です

ネグレクト
（44.9％）

身体的虐待
（31.6％）

心理的虐待
（23.5％）

同居人
（0.5％）

　実母
（74％）

実父
（22.4％）

おじ（0.5％）
継父

（2.6％）

△主虐待者の続柄△虐待内容別割合

さしのべて 
あなたのその手 
いちはやく
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１．家庭・地域の養育力の低下
　　核家族化や地域のつながりが希薄になってきたことにより、子
育てしにくい社会になってきたと言われています。昔は、大家族
の中で親戚や地域の人に助けてもらいながらみんなで子育てして
いましたが、現在では子育ての孤立化が見られます。

２．児童虐待の認識の広まり
　　悲惨な事件が報道されたり、制度改正や広報の強化がされたり
したことにより、多くの人が児童虐待という社会問題に関心を持
つようになりました。そのため、これまで気付かれにくかった児
童虐待相談が児童相談所につながるようになってきたと言われて
います。

なぜ児童虐待の相談が増えたの？

〜皆さんにお願いしたいこと〜

話してみてください

迷わず相談・通告してください

声をかけてみてください

○子育て仲間と話をしたいとき
▷須玖・光町・毛勝・白水児童センター
▷保育所・幼稚園（おさそい行事）・子育てサ

ロン
○相談に乗ってもらいたいとき

▷子ども・子育て相談センター
　☎（５８４）１０１５(相談専用)

　F（５０１）００５１
▷主任児童委員、民生・児童委員

☎189（いちはやく）福岡児童相談所へ電話してください。
連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は
守られます。
今まで通り☎0570（064）000も、福岡児童相談所につながります。

　あいさつ程度で構いません。温かい声掛けは、
保護者をほっとさせるものです。そんなちょっ
とした一言が、心の支えになることもあります。
子育て中の保護者
と 子 ど も た ち に、
優しいまなざしを
お願いします。

「もしや虐待では？」と感じたら

オレンジリボン

　2005年から児童虐待防止を目指してオ
レンジリボン運動が始まりました。オレン
ジリボン運動は、NPO法人児童虐待防止
全国ネットワークで、「虐待のない社会の
実現」を目指し、次の通り憲章を定めてい
ます。
▷私たちは、子どものいのちと心を守りま
す
▷私たちは、家族の子育てを支援します
▷私たちは、里親と施設の子育てを支援し
ます
▷私たちは、地域の連携を広げます
　一人一人が考え、子ども虐待のない社会
を作りましょう。

問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当　☎（584）1015　F（501）0051

気になる子どもや
保護者を見かけたら

自分の中のイライラ
に気付いたら

こ
ん
に
ち
は

189
いち　　　はや　 　　く

※一部のIP電話からは
　つながりません。
※通話料がかかります。

○子育て仲間と話をしたいとき
▷須玖・光町・毛勝・白水児童センター
▷保育所・幼稚園（おさそい行事）・子育てサ

ロン
○相談に乗ってもらいたいとき

▷子ども・子育て相談センター
　　☎（584）1015(相談専用)

　　F（501）0051
　▷主任児童委員、民生委員・児童委員
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子供・若者育成支援強調月間

　
小・
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
学
び

と
交
流
の
場
で
す
。子
ど
も
の
心
身
の
健
康
や

親
の
教
育
力
を
考
え
る
講
座
や
、親
子
で
楽
し

む
工
作・
料
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
子
育

て・親
育
ち
を
学
び
ま
す
。学
級
生
が
企
画
運
営

す
る「
マ
マ・カ
フ
ェ
」で
は
、お
互
い
の
悩
み
や

疑
問
を
話
し
合
い
、仲
間
の
輪
と
知
識
を
広
げ

る
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。　

ま
た
、年

間
を
通
じ
て
参
加
が

難
し
い
人
で
も
受
講

で
き
る
公
開
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
小・中
学
校
入
学
説
明
会
で
、新
入
生
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た「
子
育
て
講
演
会
」を
行
っ
て

い
ま
す
。学
校
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る

子
ど
も
た
ち
を
、家
庭
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
学

校
の
実
情
に
照
ら
し
合

わ
せ
た
視
点
で
講
師
が

助
言
し
ま
す
。

●
家
庭
教
育
学
級

●
入
学
説
明
会
子
育
て
講
演
会

〜
市
の
家
庭
教
育
支
援
の
取
り
組
み
〜

　国は、家庭・学校・地域が連携、協力して子どもや若者の育成支援に取り組むことを目的として、毎年11月を
「子供・若者育成支援強調月間」に定めています。
　家庭は「全ての教育の出発点」と言われています。しかし、近年の急速な社会変化に伴い、家庭だけでの子育
てに困難をきたしています。子どもたちが健やかに育ち、社会の一員として生き生きと活躍できるように、家
庭・学校・地域が一丸となって、多様な社会を生き抜く子どもたちを育んでいくことが大切です。
　そのために、今私たちにできる具体的な行動とは何があるでしょうか。
　今回は、市が行う家庭教育支援と、三者が連携して子どもを育てる魅力ある取り組みの事例を紹介します。

※家庭教育学級の詳しい講座内容は市のウェブサイト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/kosodate/
social/kateikyouiku.html）を見てください。

△春日南小学校区アンビシャス広場（将棋）▲白水ヶ丘アンビシャス広場（こども遊び広場）
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問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121　F（593）7380

　
市
内
各
地
で
夏
休
み
を
利
用
し
、学

習
支
援
や
体
験
活
動
な
ど
の
公
民
館
学

習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
倉
東
地
区
で
行
わ
れ
た
理
科
実
験

教
室
で
は
、春
日
東
中
学
校
の
先
生
と

生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、小
学
生
に
化
学
の
お
も
し
ろ
さ
を

体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。ま

た
、見
守
り
と
し
て
地
域
の
人
や
子
ど

も
会
育
成
会
の
人
も
関
わ
り
、公
民
館

を
拠
点
に
家
庭・
学
校・
地
域
が
連
携

し
、子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
や
育
ち

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
人
が
無
理
な
く
、自
分
に
で

き
る
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
で
、支
援

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
春
日
市
あ
そ
び
名
人
の
会
」は
、市
主

催
事
業
と
し
て
実
施
し
た
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
生
の
有
志
に
よ
り
、

立
ち
上
げ
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。平
成
17
年
度
か
ら
活
動
を
開
始

し
、昔
か
ら
伝
わ
る
遊
び
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
、会
員
自
ら
が

楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
践
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、小
学
校
や

児
童
セ
ン
タ
ー
、地
域
で
行
わ
れ
る
子

ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
天
神
山
地
区
を
始
め
と
す
る
各
地
区

の
公
民
館
学
習
で
は
、実
際
に
見
守
り

に
携
わ
る
地
域
の
人
に
、も
の
づ
く
り

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、あ
そ
び
名

人
が
事
前
指
導
を
行
い
、子
ど
も
を
地

域
で
育
て
る
基
盤
づ
く
り
の
応
援
を
し

て
い
ま
す
。

●
公
民
館
学
習

●
春
日
市
あ
そ
び
名
人
の
会

〜
家
庭・学
校・地
域
が
連
携
し
た
事
例
〜

春日市あそび名人の会会長　柿
かきもと

本　盛
さかる

さん

 日々、自分たちが練習していることを生かし、一緒に遊びを楽しむという自由な雰囲気の中
で、学校や地域で子どもたちの体験活動の手伝いをしています。
 子どもたちと一緒の活動は時間を忘れるほど楽しいです。いつも子どもたちの笑顔からたく

さんの元気をもらって、次の活動もさらに良いものにしようと練習や準備を頑張っています。
また、この会の活動がもっと多くの人に子どもたちと触れ合う楽しさを知ってもらうきっかけ
になればと思い、地域の人たちも一緒に参加できるような公民館を会場とした活動を始めています。
 子どもたちと高齢者がともに笑顔で過ごせる居場所を地域の中に広げていきたいと思います。

◆
子
ど
も
応
援
し
隊
養
成
講
座
◆

　
「
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」、「
子
ど

も
と
触
れ
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
み
た

い
」、「
余
暇
を
有
効
に
使
い
た
い
」と
い
う

人
を
対
象
に
、地
域
で
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
34
人
の
受
講
生
が
、昔
遊
び

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、子
ど
も
と
一
緒

に
遊
ぶ
活
動
体
験
な
ど
、全
７
回
の
講
座

を
通
し
て
、遊
び
の
楽
し
さ
、子
ど
も
と
触

れ
合
う
楽
し
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。こ
の

講
座
で
の
学
び
が
、地
域
の
大
人
と
子
ど

も
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

△小倉東地区公民館学習（理科実験教室）

△活動における安全管理について意見を交わ
す受講生たち

◁
事
前
指
導
を
行
う
あ
そ
び
名
人
の
会

市 報 か す が
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　今年度に入って開催された大会などで、輝かしい成績（九州大会上位入賞以上）をおさめた市内の小・

中学生を紹介します（敬称略）。

○小学生

▷三
み む ら

村はるな（春日野小6年）　第39回全国JOCジュニアオリンピック夏季水泳競技大会　女子11〜12歳 

200mメドレーリレー　銀メダル

▷熊
くまがわ

川菜
な ほ

穂（春日原小6年）　第39回全国JOCジュニアオリンピック夏季水泳競技大会　女子11〜12歳　

200mメドレーリレー　銀メダル

○中学生

▷春日東中学校ボランティア部（春日東中3年）　公益財団法人ソロプチミスト日本財団学生ボラン

ティア賞受賞（日本で1校のみ）　

▷野
の ま ぐ ち
間口遥

は る か
香（春日東中3年）　国体少年B女子　陸上走り幅跳び福岡県代表

▷片
かたおか
岡美

み ゆ
結（春日東中3年）　アジア女子ジュニアソフトボール大会日本代表（17人のうちの1人）

●各大会などでの活躍●

△水泳200メートルメドレーリレーで銀メダルを獲
得した三村さん（左）と熊川さん

△平成28年熊本地震の募金活動で集めたお金を日
本赤十字社に届ける春日東中学校ボランティア部
の部員たち

△アジア女子ジュニアソフトボール大会日本代表選
手として活躍している片岡さん（中央）

△陸上走り幅跳びで県代表に選ばれた野間口さん
（中央）
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市
内
の
認
可
保
育
所（
園
）に
、
平
成
29

年
度
中
に
入
所
を
希
望
す
る
人
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、

入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も
と
一
緒
に
来
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
、
保
護
者
の
仕
事

や
病
気
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で

の
保
育
が
難
し
い
生
後
51
日（
岡

本
保
育
所
で
は
生
後
３
カ
月
）か

ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

受
付
期
間　
12
月
15
日
㈭
〜
平
成
29
年
１

月
６
日
㈮（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

12
月
29
日
〜
平
成
29
年
１
月
３
日

を
除
く
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分（
15
分
〜
30
分
の
受
付
審
査

あ
り
）

受
付
場
所　

こ
ど
も
未
来
課
保
育
担
当

（
市
役
所
２
階
）

申
込
方
法　
平
成
29
年
度
保
育
ガ
イ
ド
の

中
に
入
っ
て
い
る
申
込
用
紙
と
必

要
書
類
を
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
保
育
ガ
イ
ド
は
、
12
月
１
日
㈭
か
ら
、

こ
ど
も
未
来
課
、
各
保
育
所（
園
）で
配

布
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
の
前
に
、
入
所
希
望
の
保
育

所（
園
）の
見
学
が
必
要
で
す
。
電
話
で

保
育
所（
園
）に
予
約
を
入
れ
、
子
ど
も

と
一
緒
に
訪
問
・
見
学
を
し
て
、
見
学

済
証（
必
要
書
類
）を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
12
月
１
日
㈭
以
降
の
平
成
29
年
度

見
学
済
証
の
み
有
効
で
す
。

▽
平
成
28
年
度
に
申
し
込
み
を
し
て
い
て

も
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
入
所
を

希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
こ
の
期
間

に
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
職
場
復
帰
な
ど
で
平
成
29
年
度
の
途
中

か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合
も
、
こ
の

期
間
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

▽
現
在
入
所
中
の
保
育
所（
園
）に
継
続
し

て
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
書

は
入
所
中
の
施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
担

当　

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

平
成
29
年
度
保
育
所（
園
）の
入
所
受
付
を
開
始
し
ま
す

保育所（園）名 所在地 電話番号

①昇町保育所 昇町3ｰ159 （571）1915
F（571）1935

②須玖保育所 須玖南2ｰ120 （501）3090
F（501）3093

③春日原保育所 春日原北町1ｰ3ｰ
2

（571）0153
F（571）0154

④岡本保育所 岡本1ｰ89 （591）3617
F（591）3629

⑤大和保育所 大和町1ｰ4ｰ1 （571）3267
F（571）3339

⑥白水保育所 下白水南3ｰ68 （582）2657
F（586）0660

⑦若竹保育園 桜ヶ丘4ｰ6 （591）6023
F（582）7966

⑧春日中央保育園 昇町6ｰ114 （581）8640
F（584）0304

⑨あいあい保育園 白水ヶ丘1ｰ12ｰ
3

（915）7555
F（915）7557

⑩まみぃ保育園 大土居1ｰ97ｰ2 （588）7300
F（581）1688

⑪春日やよい保育
園 弥生2ｰ43 （502）8500

F（558）0075

白水児童
センター
白水児童
センター

春日やよい
保育園

①

②
③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

④

■保育所（園）など一覧

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
市からのお知らせ
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昭
和
50
年（
１
９
７
５
年
）12
月
９
日
、

国
連
総
会
で「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」が
採

択
さ
れ
、
日
本
で
は
12
月
３
日
か
ら
９
日

ま
で
を｢
障
害
者
週
間｣

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
週
間
に
は
、
障
が
い
者
福
祉
へ
の

関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者
が
社
会

や
経
済
、
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め

る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
市
内
街
頭
啓
発（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓

発
物
品
の
配
布
）

日
時　
12
月
２
日
㈮

　
　
　
　
午
前
７
時
30
分
〜
８
時（
予
定
）

場
所　
西
鉄
春
日
原
駅
、Ｊ
Ｒ
春
日
駅・

大
野
城
駅　
　

○
障
害
者
週
間
啓
発
イ
ベ
ン
ト「
学
ぼ

う
！
防
災
運
動
会
」

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽
し

く
一
緒
に
参
加
で
き
る
運
動
会
形
式
の

防
災
訓
練
で
す
。
市
女
性
消
防
団
に
よ

る
啓
発
劇
の
後
に
、
チ
ー
ム
で
助
け
合

い
な
が
ら
競
技（
非
常
食
準
備
競
争
・

大
声
競
争
な
ど
を
予
定
）を
行
い
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で
、
見
学
も
歓

迎
し
ま
す
。

※
手
話
通
訳
者
と
要
約
筆
記
者
を
配
置

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
一
人
で
競

技
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
人

は
、
で
き
る
限
り
支
援
者
と
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

　
日
時　
12
月
３
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
開
場
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ（
大
谷
６
ー
28
）

定
員　
80
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
か
、
申

込
書
を
持
参
す
る

※
申
込
書
は
福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当

（
市
役
所
１
階
）窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課

障
が
い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
４

○
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
主
催
）

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
と

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
す
る
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
　
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
４
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

☎（
５
７
１
）０
１
７
８

☎
０
８
０（
３
９
４
８
）９
５
１
７

12
月
３
日
〜
９
日
は｢

障
害
者
週
間｣

で
す

　
第
42
回
春
日
市
走
ろ
う
大
会
を
白
水
大

池
公
園
で
行
い
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
爽
快
感
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
長
距
離
を
走
る
体
力
が
あ
る
人

日
時　
平
成
29
年
１
月
22
日
㈰

午
前
８
時（
受
付
開
始
）

場
所　
白
水
大
池
公
園（
下
白
水
２
０
９
）

種
目

▽
２・
２
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
中
学
生
以
上
男

女
）

▽
５
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
高
校
生
以
上
男
女
）

▽
10
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
高
校
生
以
上
男
女
）

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
５
周（
中
学
生
以
上

５
〜
10
人
）

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
３
周（
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
部
）

※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
の
参
加
者
は
小

学
生
以
上
で
、
20
歳
以
上
の
成
人
が
１

人
以
上
必
要
で
す
。　

申
込
方
法　
12
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
書
を
郵
送
か
持
参
す
る

※
開
催
要
項
・
申
込
書
は
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル

（
大
谷
６
ー
28
）、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）、
北
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー（
昇
町
２
ー
３
）、
市
民
課（
市

役
所
１
階
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇

町
１
ー
１
２
０
）、
白
水
大
池
公
園
管

理
棟
に
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

体
育
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

参
加
費

▽
マ
ラ
ソ
ン
２・
２
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
：

１
人
５
０
０
円

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
３
周
：
１
チ
ー
ム

１
５
０
０
円

▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
５
周
：
１
チ
ー
ム

２
５
０
０
円

※
２・
２
㎞
に
参
加
す
る
中
学
生
は
無
料

で
す
。

※
参
加
費
は
、
開
催
要
項
記
載
の
郵
便
振

替
口
座
に
振
り
込
む
か
、
市
体
育
協
会

窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
27
日
㈰
に
行
わ
れ
る
春
日
市
走
ろ

う
大
会「
ラ
ン（
子
ど
も
）＆
ウ
ォ
ー
ク
」

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
28
）で
行
い
ま
す
。
間
違
え
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
社
団
法

人　

市
体
育
協
会（
〒
816
ー
０
８ 

３
１
大
谷
６
ー
28
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
２
階
事
務
室
）

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

kasuga.taikyo@
gm

ail.com

第
42
回
春
日
市
走
ろ
う
大
会

市からのお知らせ
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市
は
地
方
税
の
徴
収
率
向
上
と
滞
納
の

縮
減
を
図
る
た
め
、
県
お
よ
び
県
内
市
町

村
と
連
携
し
、
県
下
一
斉
に
徴
収
対
策
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
の
税
金
が
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

強
化
内
容

▽
広
報
に
よ
る
納
税
推
進

▽
滞
納
者
に
対
す
る
催
告
の
強
化

▽
差
し
押
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク（
差
し
押

え
た
自
動
車
な
ど
の
ホ
イ
ー
ル
を
専
用

装
置
で
固
定
し
、
運
行
を
不
可
能
に
す

る
措
置
）、
家
宅
捜
索
な
ど
の
滞
納
処

分
の
強
化
な
ど

納
税
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
相
談
を

　
市
は
毎
月
１
回
、
金
銭
的
問
題
で
納
税

が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
お
金
の
専
門
家

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）に
よ

る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
納
税
課
納
税
推
進
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

業
務
内
容　

中
学
校
の
給
食
管
理
業
務

（
配
膳
室
の
管
理
、
給
食
申
込
事

務
な
ど
）、
学
校
事
務
補
佐
業
務

な
ど

対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
こ
と

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

任
用
期
間　
平
成
29
年
２
月
１
日
〜
３
月

31
日

勤
務
日
数　
週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時

の
う
ち
７
時
間
30
分（
途
中
45
分

の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所　
春
日
野
中
学
校

報
酬　

月
額
14
万
９
０
０
０
円（
有
給
休

暇
・
社
会
保
険
・
交
通
費
制
度
あ

り
、
賞
与
な
し
）

募
集
人
員　
１
人

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接（
12
月
14

日
㈬
予
定
）

応
募
方
法　

12
月
２
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、

履
歴
書
を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
保

健
給
食
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

中
学
校
給
食
管
理
員（
嘱
託
職
員
）募
集

知
っ
て
い
ま
す
か

福
岡
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
制
度

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

12
月
は「
県
下一斉
徴
収
強
化
月
間
」で
す

　
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
寡
婦
の
生
活

の
安
定
と
、
そ
の
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
各
種
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
学
支
度
資
金（
入
学
金
な
ど
）・
修
学

資
金（
授
業
料
な
ど
）・
技
能
習
得
資
金
な

ど
12
種
類
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
な
ど
の
貸
付
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子
児

童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

　
大
土
居
公
園（
大
土
居
３
ー
１
４
８
ー

４
）の
公
園
用
地
を
拡
張
す
る
た
め
、
変

更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

11
月
15
日
㈫
〜
29
日
㈫（
平

日
の
み
）

縦
覧
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課（
市
役
所
３
階
）

問
い
合
せ
先　
都
市
計
画
課
計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

都
市
計
画
公
園
の
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す

　11（いい）月30（みらい）日は「年金の日」です。年金
記録や将来の年金受給見込み額を確認し、未来の生活
設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」（http://www.nenkin.go.jp/n_
net/index.html）を利用すると、自宅のパソコンやス
マートフォンで、いつでも自分の最新の年金記録を確認
することができます。また、将来の年金受給見込み額に

ついて、自分の年金記録をもとにさまざまなパターンの
試算をすることもできます。
問い合わせ先　
▷南福岡年金事務所
　☎（５５２）６１２８　F（５４１）７６４９
▷日本年金機構本部広報室　
　☎０３（５３４４）１１００（代表）

11月30日は年金の日　ねんきんネットで確認しませんか
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　2012年の厚生労働省の調査によると、わが国では、
約2000万人が糖尿病またはその予備軍といわれてい
ます。これは、40歳以上の人の約3割に当てはまり、現在
急増している病気です。
　糖尿病の原因は、大きく分けると次の2つのタイプに
分類されます。
▷1型糖尿病：血糖値を下げるホルモンであるインスリン

が何らかの原因で分泌されなくなり発症します。
▷2型糖尿病：食べ過ぎや運動不足などの生活習慣の

積み重ねから、インスリンの分泌が減少したり、働きが
悪くなったりして起こります。主に中高年以降に見られ
ますが、若年者の発症も増加しています。

　高血糖状態が長く続くことにより、次第に血管が傷つ
き、動脈硬化が進行します。糖尿病は発症するとさまざ
まな合併症を引き起こす恐ろしい病気です。心筋梗塞、
脳梗塞などの命に関わる病気のリスクが高まるととも

に、網膜症や腎臓病、神経障害を引き起こす要因となり
ます。
　糖尿病を予防するために、次のような生活習慣を心
掛けましょう。
▷食事は腹八分目にする
▷野菜は1日350g以上を目安に取る
▷甘いものや脂っこいものを食べ過ぎない
▷薄味にする
▷よく噛んでゆっくり食べる
▷就寝2時間前までに食事を終わらせる
▷できるだけ階段を使うなど体を動かす
　自分の血糖値を知るためにも、年に1回は必ず健診を
受診しましょう。
問い合わせ先　健康スポーツ課成人保健担当

☎（501）1134（代表）　F（501）0051

11月は糖尿病予防月間です

一人一人ができることから始めよう　

環境フェア
　10月16日、市役所で環境フェアが行われ、約1300人の来場者でに
ぎわいました。自転車発電体験などの環境問題をテーマにしたブース
の他、普段乗る機会がない陸上自衛隊の車両やパトカーなどの多くの
働く車への試乗に、来場者たちは大満足の様子。また、市民の皆さん

から譲り受けた合計726kg
の子ども用品の無料配布会
では、大半の品物が必要とする人の手に渡り、リユース(再使用）の広が
りが感じられるイベントとなりました。品物をお寄せいただいた皆さん、
ご協力いただきありがとうございました。当日、残った品物についても
県内の乳児院への寄贈や、環境関連イベントで無料配布を行うなど、引
き続きリユースを行います。

△市民から寄せられた子ども用品を来場者
に無料で配布

▷
ミ
ニ
白
バ
イ
に
試
乗
す
る
来

場
者

トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

市からのお知らせ
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爽やかな汗を流した　

スポーツフェスタ（大会結果）
　平成28年度の春日市スポーツフェスタの各競技の大
会結果をお知らせします。
種目・優勝団体または個人（敬称略）
（9月22日、25日）
○中学生ソフトテニス大会
　▷1年生男子の部　石

いしばし
橋、矢

や の
野(春日西中)

　▷1年女子の部　白
しろうず
水、德

とくまる
丸(春日東中)

　▷2年男子の部　森
もりた
田、水

みずた
田(春日南中)

　▷2年女子の部　東
あずま
、岩

いわ ね
根(春日中)

（9月24日）
○小学校長縄跳大会
　▷4年生の部　天小ＪＵMＰ（天神山小）
　▷5年生の部　白水小スクラムＦｉｖｅ
　▷6年生の部　春日原レインボーズ★★　　
　▷総合優勝　天神山小学校
（10月2日）
○ドッジボール大会
　天神山Ａ
○相撲大会
　▷団体の部　春日原
　▷個人
　　1年　山

やまだ
田大

はる と
翔、2年　安

あんどう
藤悠

ゆう と
斗、3年　中

なかがわ
川誠

せい た
多

　　4年　大
おおいし
石翔
しょうた
太、5年　稲

いながき
垣圭
けいすけ
亮、6年　隈

くまもと
本海

かいせい
青

○綱引大会（子ども）
　▷低学年の部　若葉台西ワカバニャン　
　▷高学年の部　日の出町・サンビオひのでっ子Ａ
○綱引大会（一般）
　▷一般の部　福岡女学院大学Ａ
（10月10日）
○自治会対抗ゲートボール大会
　▷一般の部　若葉台地区自治会
　▷世代間交流の部　惣利地区自治会
○自治会対抗グラウンド・ゴルフ大会　惣利地区自治会Ａ
○自治会対抗ビーチボール大会
　▷女性の部　小倉地区自治会
　▷混合の部（フレッシュ）　下白水北地区自治会
　▷混合の部（エキスパート）　小倉地区自治会
○アジャタ大会
　▷小学生の部　小倉イースタンＣ
　▷ミックスの部　やよいの里
　▷大人の部　おやじの会
問い合わせ先　市スポーツフェスタ実行委員会事務局
　　☎（574）9131
　　F（574）9138

△大歓声の中、地区対抗綱引きを行う選手たち

△ドッジボールで健闘する参加者

市 報 か す が
平成28年11月15日11



古人に思いをはせて

春日奴国あんどん祭り
　10月15、16日、春日公園で第40回春日奴国あんどん祭り
が行われ、2日間で約6万5000人の来場者が会場に足を運びま
した。
　初日は8000個のあんどんが幻想的に灯る中、オカリナ奏者
の和

わ だ
田名

な お こ
保子さんによるオカリナとケーナの演奏に始まり、市

民による弾き語りや楽器の演奏が行われました。
　来場者はあんどんの神秘的な美しさと心洗われるような歌と楽器の音色にすっかり魅了されていました。
　2日目は市商工会による商工展も同日開催。あんどん祭りでは市民による芸能ステージやライブも行われ、盛況に
幕を閉じました。
○写真コンテスト出展作品展示
　出展作品は、12月６日㈫〜12日㈪に、市役所1階アトリウムで展示します。
○表彰式
　　手づくりあんどんアートコンテスト出展作品と写真コンテスト出展作品の入賞者の表彰
式を行います。
　日時　12月10日㈯　午前10時〜
　場所　市役所2階大会議室

△あんどんの優しい明かりに見入る来場
者たち

△市民ライブでギターとピアノの弾き語りを披露する出演者

△市民芸能ステージで合奏を披露する出演者

△バルーンアーティストによるバルーン
アート

の無料配布に並ぶ子どもたち

12市 報 か す が
平成28年11月15日



春日高校

ちゃりんこ安全プロジェクト
　10月19日、春日高校で高校生の自転車のマナー向上を図り、安
全安心なまちづくりを推進するため、「ちゃりんこ安全プロジェク
ト」が行われました。
　スタントマンによる、自転車の間違った乗り方の実演や、見通し
の悪い交差点での自転車同士や、車と自転車の接触事故などの再
現が行われました。
　ぶつかった衝撃で自転車に乗っている人が飛ばされたり、車のフロントガラスにひびが入ったりする場面に、生徒
は真剣に見入っていました。
　同校生徒会長の菊

きくかわ
川大

だいすけ
輔さんは「自分もこのような事故に遭うかもしれないと思うと本当に恐いです。これからも

しっかり交通ルールを守りたいです」と感想を述べました。

△迫力あるスタントマンの演技に見入る生徒たち

赤ちゃんからシニアまで大盛況

いきいきフェスタ春日2016
　10月23日、いきいきプラザ、春日小学校、福祉ぱれっと
館で健康、福祉、子育てをテーマに「いきいきフェスタ春日
2016」が開催され、約2700人の来場者でにぎわいました。
　「健康ブース」では食生活改善コーナーの食育紙しばい、体
力測定、薬剤師コーナーのちびっこ薬剤師体験などに多くの
子どもたちが参加しました。

　「福祉ブース」では、点字・手話などのボランティア体験、クッ
キー・ビーズ作りなどのゆり工房体験の他、認知症サポーターが
認知症の高齢者に扮

ふん
し、会場内を歩きながら来場者に認知症高齢

者声掛け模擬体験をしてもらうなどの画期的な催しも行われまし
た。
　「子育てブース」では、布絵本や昔遊びなどのイベント、移動図
書館「たんぽぽ号」などがあり、子どもたちのにぎやかな歓声がた
くさんあがっていました。
　その他、老若男女が元気になれる仕掛けもたくさんあり、充実
したフェスタになりました。

△手話ボランティアから手話を習う参加者たち

△体力測定後に運動指導士から真剣に結果説明を
聞く参加者

市 報 か す が
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イ
ベ
ン
ト

精
華
女
子
短
期
大
学

運
動
あ
そ
び
広
場

　
幼
児
期
は
、
脳
と
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
大
切
な
時
期
で
す
。

　
体
力
テ
ス
ト
や
親
子
で
も
楽
し
め
る

運
動
遊
び
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
４
歳
〜
６
歳
児（
年
中
〜
年
長

児
）

日
時　
11
月
26
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
受
付：

午
前
10
時
〜
）

場
所　

精
華
女
子
短
期
大
学
体
育
館

（
福
岡
市
博
多
区
南み

な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町

２
ー
12
ー
1
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
室
内
用
靴（
上
履

き
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

参
加
費　
１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法　
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
伝

え
る

※
申
し
込
み
後
、
郵
送
で
詳
細
を
連
絡

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
大
学
幼
児

保
育
学
科　
三み

よ
し好　

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

m
iyoshi@

seika.ac.jp

福
岡
少
年
院

施
設
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と

し
て
、
矯
正
行
政
を
広
く
社
会
へ
知
ら

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
施
設
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　
11
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
福
岡
少
年
院（
福
岡
市
南
区
老ろ

う

司じ

４
ー
20
ー
１
）

内
容　
少
年
院
の
活
動
な
ど
に
係
る
パ

ネ
ル
展
示
、
刑
務
所
作
業
製
品

の
展
示
・
販
売
、
法
務
技
官
に

よ
る
性
格
診
断
テ
ス
ト

問
い
合
わ
せ
先　
同
少
年
院
庶
務
課

☎（
５
６
５
）３
３
３
１

F（
５
６
４
）１
０
１
７

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

手
作
り
の
し
め
飾
り
で
お
正
月
を

　
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
わ
ら
で

し
め
飾
り
を
作
り
ま
す
。
親
子
で
し
め

飾
り
作
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
17
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
し
、
12
月

７
日
㈬
に
当
選
者
に
連
絡
を
し
ま

す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
は
さ
み

申
込
方
法　
11
月
17
日
㈭
〜
12
月
２
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

た
の
し
み
隊

サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る

　
「
た
の
し
み
隊
」は
、
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
ふ
ん
し
て
、
事

前
に
各
家
庭
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
合
わ
せ
て

子
ど
も
た
ち
に
届
け
ま
す
。

　
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象　
未
就
学
児
が
１
人
で
も
い
る
家

庭（
き
ょ
う
だ
い
児
も
対
応
可
）

訪
問
日
時　
12
月
23
日
㈮
・
㈷

午
後
６
時
〜
８
時

定
員　
30
世
帯（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈬（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
子
ど
も
全
員
分
の

名
前
、
年
齢
を
書
い
て
送
る

※
当
選
世
帯
に
は
連
絡
後
、
自
宅
に
説

明
に
行
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
た
の
し
み
隊

　
「
Ｃカ

ム

Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ｉイ

ンＮ 

Ｓサ

ン
Ａ
Ｎ

ＴタＡ
」（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町

３
ー
１
０
１
か
す
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

tanoshim
itaikasugacity@

gm
ail.com

Ｊ
Ａ
筑
紫

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
福
農
太
鼓
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

子
ど
も
グ
ル
ー
プ
演
技
、
ビ
ン
ゴ
抽
選

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
菜・花
苗
即
売
、
米
販
売
、

餅も
ち
つ
き
コ
ー
ナ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
程　
11
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時（
両
日

と
も
）

場
所　
Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店
会
場（
筑
紫
野

市
杉す

ぎ
づ
か塚
３
ー
３
ー
10
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店

☎（
９
２
４
）１
３
１
１（
代
表
）

F（
９
２
１
）５
０
８
２

☎　電話番号　F　ファックス番号　 　 メ ー ル ア ド レ ス

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

休
日
の
基
地
見
学

　
休
日
の
基
地
見
学
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.m

od.go.jp/asdf/kasuga 
/index.htm

l

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
12
月
17
日
㈯

時
間

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
１
回

目
）

▽
午
後
１
時
〜
３
時（
２
回
目
）

※
10
分
前
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所　
同
基
地
飛
行
場
地
区
ゲ
ー

ト（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
ひ
ら
お

平
尾
小

島
１
０
２
４
）

内
容　

▽
航
空
自
衛
隊
の
概
要
説
明

▽
Ｃ
Ｈ
ー
47
Ｊ（
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）

見
学

▽
Ｔ
ー
４（
練
習
機
）見
学

定
員　
各
回
45
人

申
込
方
法　
11
月
25
日
㈮
ま
で（
当
日

消
印
有
効
）に
、
往
復
は
が
き

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
基
地
西
部

航
空
警
戒
管
制
団
司
令
部
監
理

部
広
報
班

☎（
５
８
１
）４
０
３
１（
内
線
２
４ 

２
１
）

w
a

c
w

-a
d

m
0 

0
7

@
inet.asd

f.
m

od.go.jp
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合
は
、
全
て
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
、
１
台
２
５
０
０
円（
税

込
み
、
防
犯
登
録
料
５
０
０
円（
税

込
み
）を
含
む
）が
必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の
当

選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１
年

以
上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
12
月
14
日
㈬

午
前
９
時
に
抽
選
を
行
い
、
抽
選

結
果
を
申
し
込
み
者
全
員
に
は
が

き
で
知
ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、
12
月
19
日
㈪
〜
26
日
㈪

（
祝
日
・
土
・
日
曜
日
を
除
く
）の

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
引

き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
き
取
り
期

間
厳
守
）。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な
ど
を
含
む
）

の
当
選
後
引
り
取
き
が
な
い
場
合
、

そ
の
後
の
１
年
間
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６　

F（
５
９
５
）４
１
４
０

う
ち
エ
コ
講
座　
参
加
者
募
集

３
Ｒ
講
座

　

講
師
が
準
備
し
た
エ
コ
料
理
を
試

食
し
な
が
ら
、
楽
し
く
３
Ｒ（
再
使
用

（
リ
ユ
ー
ス
）、
ご
み
の
発
生
抑
制（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、
再
利
用（
リ
サ
イ
ク
ル
））

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
材
料
費
と
し

て
３
０
０
円
掛
か
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　
12
月
１
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

実
習
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

内
容

▽
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ（
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
）

▽
エ
コ
も
の
作
り（
廃
材
を
利
用
し
た

小
物
作
り
）

▽
環
境
ク
イ
ズ
な
ど

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
15
日
㈫
〜
22
日
㈫

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp子
育
て

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

参
加
者
募
集

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
カ
月
か
ら

６
カ
月（
６
月
か
ら
９
月
生
ま
れ
）の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
出

掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援

す
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

環　

境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利
用

で
き
る
自
転
車
や
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶

器
な
ど
を
含
む
）を
展
示
し
、
譲
渡
と

自
転
車
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住
し

て
い
る
人

展
示
期
間　
12
月
６
日
㈫
〜
11
日
㈰

（
10
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な
ど
を
含

む
約
１
０
０
点
）、
日
替
わ
り

品（
希
望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ
で

申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た

52
円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者

の
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
裏

面
が
無
記
入
で
白
紙
の
も
の
）

と
一
緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み
に

限
り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な

ど
を
含
む
）は
、
１
つ
の
住
所
で
各

１
点
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）で
、
複

数
の
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
12
月
７
日
㈬
、
15
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者

の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
11
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
、
生
年
月
日
、
居
住
地
区
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

su
g

u
-j@

c
ity.k

a
su

g
a

.
fukuoka.jp

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
我
慢
し
て
い

ま
せ
ん
か

　
配
偶
者
が
暴
力
を
振
る
う
こ
と
は

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
配
偶
者
な

ど
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
の
に
、

次
の
よ
う
な
理
由
で
相
談
し
な
い
で

い
る
と
、
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

凶
悪
な
犯
罪
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

▽「
逃
げ
た
ら
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」と
い
う
恐
怖
感

▽「
何
を
や
っ
て
も
加
害
者
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
」と
い
う
無
気
力
感

▽「
い
つ
か
変
わ
っ
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」と
い
う
期
待
感

　
警
察
で
は
、
あ
な
た
の
意
思
を
尊

重
し
て
、
検
挙
や
警
告
、
安
全
確
保

な
ど
の
必
要
な
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口
・
電
話
番
号

▽
警
察
相
談
専
用
電
話

　
☎
♯
９
１
１
０

▽
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話「
ミ
ズ 

・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」 

☎（
６
３
２
）７
８
３
０

▽
春
日
警
察
署　

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

安
全

安
心

相
談
以
外
の
問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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子
育
て
情
報
や
仲
間
づ
く
り

「
か
す
が
で
す
く
す
く
」参
加
者
募
集

　
市
に
転
入
し
た
ば
か
り
で
子
育
て
の

情
報
が
知
り
た
い
人
や
保
護
者
同
士
の

仲
間
作
り
が
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
は
無
料
で
、
託
児（
生
後
３
カ

月
以
上
、
無
料
、
先
着
12
人
）も
あ
り

ま
す
。

対
象　
未
就
学
児
の
保
護
者
ま
た
は
妊

産
婦
で
結
婚
や
妊
娠
な
ど
で
市

に
転
入
し
た
人

※
子
ど
も
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
30
日
㈬

午
前
10
時
15
分
〜
正
午（
託
児

受
付
：
午
前
10
時
〜
）

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
子
育
て
情
報
の
提
供
、
保
護
者

同
士
の
交
流
会
な
ど

定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

※
同
事
業
に
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

申
込
方
法　
11
月
15
日
㈫
〜
26
日
㈯
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名
前
・

年
齢
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

su
g

u
-j@

c
ity.k

a
su

g
a

.

fukuoka.jp健　

康

始
め
ま
せ
ん
か

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
づ
く
り

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
イ
キ
イ
キ
と
生

活
し
た
い
と
願
う
仲
間
が
集
ま
り
、
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
、
無
理
の

な
い
、
健
康
づ
く
り
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
大
学
教
授
が
考
案
し
た
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
元
に
、
正
し
い
動
き
で
有
酸
素

性
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
学
び
ま
す
。

　
随
時
、
体
験（
５
５
０
円
）を
行
っ
て

い
ま
す（
託
児（
有
料
）あ
り
）。

対
象　
30
代
〜
シ
ニ
ア
世
代
の
男
女

日
程
・
時
間　

▽
水
曜
日（
月
２
回
）　

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
※
託
児（
有
料
）が
あ
り
ま
す
。

▽
木
曜
日（
月
３
回
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

※
入
会
す
る
場
合
、
入
会
金
や
会
費
が

掛
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ク
ロ
ー
バ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
事
務
局

☎
０
８
０（
１
７
０
４
）５
３
２
３

ま
ご
は（
わ
）や
さ
し
い

　
健
康
に
役
立
つ
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
材
の
頭
文
字「
ま
ご
は（
わ
）や

さ
し
い
」の
５
文
字
目「
さ
」の「
さ
か

な
」。

　
代
謝
を
上
げ
、
寒
さ
に
負
け
な

い
体
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
筋
肉

量
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
タ
ン
パ
ク
質
」は
、
筋
肉
を
作

る
大
切
な
栄
養
素
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
ら
を
豊
富
に
含
む
肉
や
魚
、

大
豆
な
ど
を
積
極
的
に
食
べ
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
魚
」、
特
に「
さ
ば
」な
ど
の「
青

魚
」に
は「
ｎ
ー
３
系
多
価
不
飽
和

脂
肪
酸
」が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ
と

で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の

循
環
器
疾
患
の
発
症
が
減
少
す
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食

生
活
で
、
元
気
に

冬
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

　
九
州
で
は「
○
○
原
」の
原
を「
バ
ル
」と

言
い
ま
す
。
私
も
何
の
疑
い
も
な
く
使
っ

て
い
ま
し
た
、

　
以
前
、
滋
賀
県
に
行
っ
て「
米
原
駅
」を

「
マ
イ
バ
ル
駅
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
知
ら

な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
で
唯
一

の
新
幹
線
の
駅
で
す
の
で
、
知
ら
な
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
初
め
て
、
米

原
は「
マ
イ
バ
ラ
」と
読
み「
マ
イ
バ
ル
」で
は

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
原
を「
ハ
ル
、

バ
ル
」と
呼
ぶ
の
は
九
州
と
沖
縄
地
域
の

特
徴
で
す
。
沖
縄
本
島
か
ら
遠
く
離
れ
、

台
湾
の
す
ぐ
近
く
の
与
那
国
島
ま
で「
バ

ル
」で
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
九
州
と

狭
い
海
峡
を
挟
ん
だ
下
関
で
は「
ハ
ラ
」と

読
み
ま
す
。

　
春
日
市
の
字
名
を
見
る
と
旧
春
日
地
区

で
前ま

え
の
は
る

ノ
原
、
中な
か
の
は
る

ノ
原
、
先さ
き
の
は
る

ノ
原
、
塚つ
か
ば
る原
、

旧
須
玖
地
区
で
は
上う

え
の
は
る
ノ
原
、
旧
上
白
水
地

区
で
原は

る
、
下し
も
の
は
る
ノ
原
、
原は
る
だ田
、
旧
下
白
水
地

区
で
浦う

ら
の
原は
る
、
六ろ
く
ろ
う
ば
る

郎
原
、
下し
も
の
は
る
ノ
原
、
原は
る
だ田

な
ど
全
て
ハ
ル
、
バ
ル
と
い
い
ま
す
。

　
ハ
ル
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
原
野

と
し
て
の
原（
ハ
ラ
）を
ハ
ル
と
読
み
、
ま
た

ハ
ル（
治
る
、
懇
る
）と
い
う
語
義
に
通
じ
、

「
民
俗
地
名
語
彙い

事
典
」に
よ
る
と
荒
野
や

開
墾
地
名
で
は
な
い
か
と
し
て
い
ま
す
。

　
春
日
で
一
番
有
名
な
地
名
は
春か

す
が
ば
る

日
原
で

す
。
江
戸
時
代
の
貝か
い
ば
ら原
益え
き
け
ん軒
が
書
い
た
地

誌「
筑

ち
く
ぜ
ん
の
く
に

前
国
続
風
土
記
」に「
東
西
十
二
町
、

南
北
十
二
町
許
有
て
平
原
也
」、「
其
地
黒

土
に
て
性
あ
し
き
故
に
、
五
穀
に
よ
ろ
し

か
ら
ず
、
故
田た

ん
ぼ圃
ま
れ
な
り
」と
あ
り
、
ハ

ル
、
バ
ル
の
性
質
を
よ
く
現
わ
し
て
い
ま

す
。

　
台
地
状
の
荒
野
や
開
墾
地
名
の「
ハ
ル
」

を「
原
」に
あ
て
た
た
め
、
本
来
は「
ハ
ラ
」

と
言
っ
て
い
た
も
の
ま
で
が
、「
ハ
ル
」に
変

わ
っ
た
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
場
合

の「
ハ
ラ
」は「
原
っ
ぱ
で
は
な
く
、
場
所
あ

る
い
は
村
落
を
意
味
す
る
」（
前
掲
語
彙
事

典
）と
さ
れ
ま
す
、
そ
の
た
め
水
田
地
域
で

あ
っ
て
も「
ハ
ル
」に
変
わ
っ
た
地
名
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
旧
下
白
水
地
区
の
六
郎
原
は

平
坦
地
で
あ
り
、
そ
の
例
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
地
名
と
し
て
の
原
は
な
か
な
か
難
し
い

も
の
で
す
。

　
春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺て

ら
さ
き崎
直な
お
と
し利

 

春
日
風
土
記

第316号

　
春
日
の
地
名
　

　
　
　
　
　
　
＝
原（
ハ
ル
、バ
ル
）＝

△西鉄春日原駅前
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参
加
し
ま
せ
ん
か　

秋
の
終
わ
り
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
寒
く
な
る
と
つ
い
外
出
が
面
倒
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
歩
く
こ
と
は
安
全
で

手
軽
に
で
き
る
運
動
の
一
つ
で
す
。

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）の
案
内
の
も
と
、
紅
葉
色
付

く
白
水
大
池
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
せ
ん
か
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４・
５
㎞

の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
少
雨
決
行
。
大
雨
中
止
で
す
。　

日
時　
11
月
30
日
㈬

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
健

康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
相
談

を
、
管
理
栄
養
士
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
気
に

な
る
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
11
月
28
日
㈪
、
12
月
６
日
㈫

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
成
人
保
健
担
当　
　
　
　

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

講
演
講
座

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

Ｈ
Ｉ
Ｖ
休
日
迅
速
検
査
、
講
座

　
同
事
務
所
は
、
地
域
保
健
の
推
進
に

向
け
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）休
日
迅
速
検
査

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
併
せ
て
、
休

日
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
を
無
料
で
行

い
ま
す（
予
約
不
要
、
匿
名
可
）。

日
時　
12
月
３
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先　
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
電
話

☎（
５
８
２
）２
５
２
２

○
精
神
保
健
福
祉
家
族
講
座

　
　
障
が
い
を
持
つ
人
の
た
め
の
成
年

後
見
人
制
度
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

対
象　
精
神
障
が
い
を
持
つ
人
や
家

族
、
成
年
後
見
人
制
度
に
興

味
の
あ
る
人
、
関
係
機
関
の

人
な
ど

日
時　
12
月
９
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議

室

講
師　
中な

か
し
ま嶋
安や
す
お雄
さ
ん（
司
法
書
士
、

公
益
社
団
法
人
青
年
後
見

セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
福
岡
支
部
）

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
12
月
６
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所

健
康
増
進
課
精
神
保
健
係

　
☎（
５
１
３
）５
５
８
５

　
落
語
で
学
ぶ「
相
続
・
遺
言
・
後
見
」

参
加
者
募
集

　
不
動
産
問
題
、
相
続
全
般
に
つ
い
て

落
語
で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
参
加

は
無
料
で
す
。
個
別
無
料
相
談
会
も
行

い
ま
す
。

日
程　
11
月
27
日
㈰

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６
Ａ

Ｂ
研
修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７

東
棟
５
階
）

時
間
・
内
容　

▽
第
１
部　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

　
「
不
動
産
・
相
続
全
般
」個
別
相
談

※
専
門
士
業
に
よ
る
個
別
相
談
の

た
め
、
事
前
に
相
談
内
容
を
電

話
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
第
２
部　
午
後
３
時
〜
４
時
40
分

　
落
語
で
学
ぶ「
相
続
・
遺
言
・
後
見
」

講
師　
こ
こ
ろ
亭て

い
き
ゅ
う
ち
ゃ

久
茶
さ
ん

定
員　
１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）福
岡

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
筑
紫

支
部

☎（
９
２
３
）８
９
４
８

F（
９
２
３
）８
９
６
６

問い合わせ先　環境課環境保全担当
☎（584）1111（代表）　F（584）1147

家電の省エネについて　
　朝夕も冷え込んできて、これから
はエアコンなどの家電の使用が増え
る時期です。そこで、今回は主な家
電の製造年によるＣО２（二酸化炭
素）排出量について比較します。
■エアコン（２. ８kW）

■電気冷蔵庫（401〜450L）

■液晶テレビ（40型Ｖ）

■ガス温水機器（給湯能力24号）

　購入から７〜８年以上経過してい
る家電は、そのまま使い続けるより
も、最新型に買い替えることで電気
代が安くなるだけでなく、地球にも
優しくなります。冬に向けて、古く
なった家電の買い替えを検討してみ
てください。

【出典】省エネ性能カタログ2016年
夏版（経済産業省　資源エネルギー
庁）

年間電気代 年間CO2排出量
2007年 2万9050円 598kg
2015年 2万4250円 499kg

年間
約4800円お得

年間
約17％省エネ！

年間電気代 年間CO2排出量
2007年 1万5230円 314kg
2015年 6700円 138kg

年間
約8530円お得

年間
約56％省エネ！

年間電気代 年間CO2排出量
2007年 5830円 120kg
2015年 2320円 48kg

年間
約3510円お得

年間
約59％省エネ！

年間電気代 年間CO2排出量
2007年 6万9840円 884kg
2015年 6万5700円 831kg

年間
約4140円お得

年間
約6％省エネ！
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ふ
く
お
か
女
性
い
き
い
き
塾

公
開
講
座
参
加
者
募
集

　
男
性
が
男
性
だ
か
ら
こ
そ
抱
え
る
問

題
を
研
究
す
る「
男
性
学
」の
第
一
人
者

で
あ
る
講
師
か
ら
、
男
性
の
生
き
づ
ら

さ
や
意
識
改
革
、
働
き
方
改
革
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

　
託
児（
生
後
６
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
、
１
人
に
つ
き
３
０
０
円
、
先
着
５

人
、11
月
26
日
㈯
ま
で
に
要
申
し
込
み
）

も
あ
り
ま
す
。

日
時　
12
月
10
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
Ｂ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

講
師　
田た

な
か中
俊と
し
ゆ
き之
さ
ん（
武
蔵
大
学
社

会
学
部
助
教
）　

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有

無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
す
ば
る
」事

業
推
進
課

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

info@
asubaru.or.jp

か
す
が
の
郷
介
護
者
教
室

参
加
者
募
集

　
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
す
が

の
郷
で
、
介
護
者
の
た
め
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る

人
や
介
護
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
７
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
受
付：

午
前
10
時
〜
）

場
所　

高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

か
す
が
の
郷（
塚
原
台
３
ー

１
２
９
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

内
容

▽
基
本
介
護（
移
動
や
移
乗
動
作
の
介

護
に
つ
い
て
）

▽
福
祉
用
具
の
紹
介

※
介
護
体
験（
実
践
）を
行
い
ま
す
の

で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
下
さ
い
。

講
師　

川か
わ
た田
慎し
ん
じ二
さ
ん（
ア
ッ
プ
ル

ハ
ー
ト
福
岡
店
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

※
当
日
も
空
き
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
参
加
人
数
、
交
通

手
段
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
者
総
合

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
す
が
の
郷

☎（
５
９
５
）６
０
６
０

F（
５
９
５
）６
３
６
１

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で

す
。
筆
記
と
実
技
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

日
時　
12
月
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防

本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
12
月
８
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
救

急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

そ
の
他

１１
月
１６
日
㈬
を

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」に
し
ま
せ
ん
か

　
福
岡
労
働
局
で
は
、
県
内
の
企
業
・

団
体
に「
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
」の

実
施
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
６
月
の「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活

躍
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
も「
働
き
方
改
革

は
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
盛
り
込
ま

れ
、
効
率
的
な
働
き
方
に
よ
る
時
間
外

労
働
の
削
減
な
ど「
働
き
方
改
革
」が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
定
す
る
こ
と

が
、
働
き
方
改
革
の
第
一
歩
と
な
り
え

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
週
に
１
回
や
月
に
１
回
で
も
、
業
務

を
見
直
す
機
会
が
で
き
る
と
、
普
段
の

仕
事
の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
福
岡
労
働
局
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka-rou 

doukyoku.jsite.m
hlw

.go.jp/

）

の
新
着
情
報
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
指
導
課

☎（
４
１
１
）４
８
６
２

F（
４
７
５
）０
１
８
３

４０
歳
か
ら
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
２
日
間
集
中
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

で
、
採
用
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

　
受
講
後
は
、
再
就
職
専
門
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

対
象　
概
ね
40
歳
〜
64
歳
の
求
職
者

日
程

▽
11
月
22
日
㈫
・
24
日
㈭

▽
12
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東

１
ー
１
ー
33
は
か
た
近
代
ビ

ル
）

内
容　

▽
１
日
目
：
就
活
の
ポ
イ
ン
ト
、
応
募

書
類
の
書
き
方

▽
２
日
目
：
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
、
面
接

訓
練

予
約
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
中
高

年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託
業

者　
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

☎（
４
３
３
）７
７
８
０

F（
４
３
３
）５
３
６
０

日
本
政
策
金
融
公
庫

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在

学
す
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５ 

０
万
円
以
内

金
利　
年
１・８
１
％（
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
は
年
１・４
１
％（
平
成
28

年
11
月
10
日
現
在
））

返
済
期
間　
15
年
以
内（
ひ
と
り
親
家

庭
は
18
年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
７
０（
０
０
）８
６
５
６（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

h
ttp

s://w
w

w
.jfc

.g
o

 
.jp

/
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食
べ
物
が
お
い
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
も
連
日
の
暑
さ
で

食
欲
が
落
ち
、
体
力
が
低
下
気

味
の
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に

食
欲
だ
け
は
旺
盛
で
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
体
重
も
順
調
に
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
だ
成

長
期
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
サ
ン

マ
、
キ
ノ
コ
類
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
ナ
シ
な
ど
秋
の
味
覚
が
勢

揃
い
。

　

百
貨
店
で
は
10
万
円
の
カ
キ

が
売
り
出
さ
れ
た
な
ん
て
報
道

も
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
10
万
円
の
カ
キ
に

は
手
が
出
ま
せ
ん
が
、
今
が
旬

の
食
べ
物
を
食
べ
て
し
っ
か
り

体
力
を
付
け
て
お
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
取
る
こ
と
を
心
掛

け
て
、
間
も
な
く
訪
れ
る
本
格

的
な
冬
を
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
ね
。　
　
　
　
　
　

Y

■相談窓口 ※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日9時以降の
平日に電話予約／先着15人
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10
時〜12時15分、13時〜16時／じょなさん
◆定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役
所
◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁

◆春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）
0051
月〜金曜日／8時30分〜17時／いきいきプラザ
◆児童虐待相談　児童相談所全国共通：189（いちはやく）
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受
付
◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自
立支援センター

◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　 F（589）
6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　 F（595）

6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

◆障害者110番　☎（584）6110
10時〜15時／県障害者社会参加推進センター内（クロー
バープラザ東館6階）

◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不
要）
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局

◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎
（513）7335
月・水〜金曜日12時〜19時／土曜日10時〜 17時（祝日、年
末年始を除く）
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜
20時30分）／福岡県男女共同参画センター（8月13〜 15
日、年末年始を除く）

◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライ
ン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜
17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉
センター
◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インター
ネット相談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)
◆民生委員・児童委員　☎（558）1224
月〜金曜日／8時30分〜17時／市福祉支援課地域福祉担
当
◆福岡犯罪被害者支援センター　☎（735）3156　月〜金曜
日（祝日・年末年始除く）／9時〜16時

◆総合労働相談　☎（411）4764　月〜金曜日（祝日・年末年始
除く）／8時30分〜17時15分／福岡労働局
◆ハローワーク福岡南　☎（513）8609　8時30分〜17時15
分

◆福岡県暴力追放運動推進センター　☎（651）8938　月〜
金曜日／ 9時30分〜16時30分／公益財団法人福岡県暴力追
放運動推進センター

◆住まいに関する相談　☎（725）0876　（一般相談）毎週月
～金曜日／ 9時～ 17時　（法律相談）毎週木曜日／ 13時～
16時（事前に予約が必要）／一般財団法人福岡県建築住宅
センター
◆不動産無料相談　☎（631）2103　月〜金曜日（祝日・年末
年始、協会本部休業日除く）／10時〜12時、13時〜15時／
公益社団法人福岡県宅地建物取引業協会

法律・生活・行政など

子育て・子どもの悩み、児童福祉

高齢者の介護や福祉

障がい者のための相談

人権

女性の悩み

不安・悩みごと

仕事に関する相談

暴力団に関する相談

土地建物の相談
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春
日
原
東
町
２
丁
目
の
西
鉄
線
路
沿
い
に
、
レ
ト
ロ
な

趣
の
建
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
春
日
原
変
電
所
で
、

２
万
２
０
０
０
ボ
ル
ト
の
交
流
電
気
を
１
５
０
０
ボ
ル
ト
の
直

流
電
気
に
変
え
、
西
鉄
電
車
の
動
力
源
に
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
２
４（
大
正
13
）年
に
九
州
鉄
道（
現
在
の
西
鉄
大
牟
田

線
）の
開
通
と
同
時
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
市
周
辺
で
は
初

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
で
す
。

　

１
０
０
年
前
ま
で
純
農
村
だ
っ
た
春
日
市
域
の
近
代
化
は
、

鉄
道
が
開
通
し
、
春
日
原
停
留
所（
現
在
の
春
日
原
駅
）の
周
り

に
野
球
場
や
陸
上
競
技
場
、
競
馬
場
な
ど
が
次
々
と
造
ら
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
大
正
生
ま
れ
の
こ
の
変
電
所
は
、
春
日

の
発
展
を
見
つ
め
て
き
た
建
造
物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

春
日
地
区
の
文
化
財

〜
市
域
最
古
の
鉄
筋
建
造
物
〜

△西鉄春日原駅前の春日原変電所
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